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2年度 生光学園ヤ 第 46口卒業証豊量二重 校長式辞

 ヽ 曖こかな曰差しの中に、ひと雨ごとに、春の足者が聞こえてくるこの生き口に、

生光学園中学校卒業証吉掟与式がご未賞_i色びに保護者の客様のご列席を賜り挙行

できますことに厚く御礼申し上げます。

46期卒業生30名の春さん 卒業おめでとうございます。 皆さんは、中学校

生活そして義な 育晨後の人事な1年をウイズコロナの中、4ごすことになりま

した。「これまで当たり前であったことがそうではない」この事を不應なく突き

つけられました。学びの場をはじめ部活動の大会、発表会の縮小・ヤ上と大きな

犠牲を被りました。

皆さん方は、着永 “コロナせ代"と呼ばれる時が何度もあるはずです。卒業に

あたり、え非お願いしておきたいことは、「ぁのコロナの世代だから仕ガない」と

か「まあこんなものか」と言われるのでなく、コロナせ代だからこそ人の痛みが

解かり、分別があり、恙耐強い世代だと評される様、ひたむきにそして謙虚に歩ん

でいってください。生光学園は、まさにそのような人物、そして社会貢献のできる

人材をせに革出するために、70年余り前、美島昇先生が創設した学園です。

どうか、真のたくましさや優しさを兼ね備え、生光学園の卒業生であることに誇り

と自信を持って、 しっかり歩んでいって欲しいと願います。

結びになりましたが、保護者の客様に一言お慶びとおネしを申し上げます。お子

様たちは3年間のヤ学校生活を無事に終えられ、`む身共に立派に成長を遂げられ

ました。本」ここに栄えある事業の日を4え られましたこと、誡におめでとう

ございます。3年間において賜りましたご理解とごえ波に対し、重ねて厚く御礼

申し上げます。

卒業生の皆さん、生え学園・生光学園中学校にきて頂き、本当にありがとう。

そして晨後までよく頑張りました。春さんの健康と渚理を′せより祈念して式辞と

いたします。

今オロ3年 3月 12日  生光学園中学校枝長  佐近隆義
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